
ご予約・救急外来は

患者サポートセンターは

外来受診表
受付時間 午前／ 8：45〜12：00

午後／13：45〜16：45

休診日 日曜・祝日
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社会医療法人慈生会等潤病院
公式キャラクター
どくとるまーしぃ

いつでも

どなたでも
どこからで

も

「いつでも どなたでも どこからでも」は、

＊24時間365日
＊保険診療のもと
＊医療と介護を切れ目なくつなぐ

上記の医療・介護提供体制を表しています。

特集 等潤が支える「その後」
～回復の先にある生活まで～

撮影：谷口泰之（等潤病院副院長・等潤メディケア診療所所長）

等潤病院
内科系

月 火 水 木 金 土

内科

午
前

谷口 伊藤(祐) 谷口 日下 久野木 阿部
呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

緩和ケア
外科

消化器内科
一般内科

血液内科
一般内科

伊藤(祐) 山口(玲) 久野木 齊藤（翔） 青木 山口(里)
循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

消化器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

山口(玲) 西島 伊藤(祐) 佐々木 齋藤（宏）
呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

糖尿病内科
一般内科

阿部 山口(玲) 松岡 刀祢
血液内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

午
後

青木 沖田 青木 小野 三宅 三宅
循環器内科
一般内科

一般内科
循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

阿部 甲斐 三宅 佐々木 齋藤（宏） 阿部
血液内科
一般内科

循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

糖尿病内科
一般内科

血液内科
一般内科

久金 久保田 松岡
呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

佐藤
腎臓内科
一般内科

杉山
神経内科

等潤病院
外科系

月 火 水 木 金 土

外科

午前
西
富

伊藤(雅)
小関

西
渡邉

仁瓶
富
王

北川

午後
渡邉
八巻

小関
根本

石川
北川

仁瓶 延廣
交代制
（※１）

乳腺外科

午前 叶(健診) 叶 八巻 叶

午後 叶 叶（健診） 叶（健診）

整形外科

午前 堀越 江面 大澤 中山
小川
樋口

午後 堀越 江面 大澤 小川 樋口

脳神経外科

午前 德植 石井 德植 石井 石井 德植

午後 杉山 杉山 田村

 ※１ 交代制のため、担当は病院受付に直接お問い合わせください

等潤病院
その他診療科

月 火 水 木 金 土

泌尿器科

午前 安田

午後 安田 田中 安田(※３)

皮膚科
午前
午後 伊藤(聖) 伊藤(聖)

リウマチ科 午後 川口(※２)

放射線科
午前
午後 前嶋 前嶋 前嶋 前嶋 前嶋 交代制

内視鏡
センター

午前 久野木 平泉
石川
北川

久野木
小関
北川

富

午後 小関 平泉
小関
北川

久野木
久野木
北川

※２ 第２・４週 ／ ※３ 第３週

等潤メディカル
プラザ病院（※５）

月 火 水 木 金 土

緩和ケア
センター等潤 患者サポートセンターにお問合せください

健診センター
等潤

午前
川又
叶

川又
葛原

川又
服部

川又 柳澤 國本

午後 川又 川又
川又
叶

服部（※4）
川又

叶
柳澤

國本

腎センター
等潤

午前
午後 葛原 佐藤 葛原

伊藤(雅)
柳

葛原
伊藤(雅)
小松

※４ 第２・４週 ／ ※５ 外来受付は等潤病院で承ります

等潤メディケア
診療所

月 火 水 木 金 土

総合診療科
※完全予約制

午前 宮﨑 谷口

訪問診療

午前
沖田
丸島

杉山 延廣

午後 日下 丸島 日下
杉山
犬飼

王

注）学会参加等により、休診・代診や一部変更の可能性がございます。最新情報はホームページをご確認ください。
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対
象
や
期
間
は
国
で
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
で
、
い
か
に
回
復
を
引
き
出

す
か
が
わ
れ
わ
れ
の
役
割
で
す
。
今
回

は
入
院
患
者
の
２
割
を
占
め
る
、
廃
用

症
候
群
（
入
院
や
安
静
に
よ
り
体
を
使

わ
ず
、
筋
力
や
生
活
動
作
が
低
下
し
た

状
態
）
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

 

廃
用
症
候
群
の
患
者
様
は
大
手
術
や

重
い
肺
炎
の
後
、
全
身
機
能
が
低
下
し

た
状
態
で
転
院
さ
れ
て
き
ま
す
。
動
け

ず
話
せ
ず
、
天
井
を
見
て
暮
ら
す
状
態

か
ら
、
多
職
種
が
関
わ
る
こ
と
で
食
事

が
と
れ
歩
け
る
よ
う
に
な
り
、
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
っ
て
退
院
さ
れ
る
姿
を

見
る
の
は
感
無
量
で
す
。
チ
ー
ム
プ
レ

イ
の
極
致
で
す
。
一
方
で
、
身
体
機
能

だ
け
で
な
く
認
知
面
の
課
題
も
重
要
で

す
。
術
後
、
一
時
的
に
認
知
機
能
が
落

ち
る
せ
ん
妄
が
生
じ
る
こ
と
は
多
く
、

適
切
な
対
応
で
改
善
す
る
も
の
の
、

ご
本
人
や
ご
家
族
に
と
っ
て
は
不
安
で

す
。
廃
用
に
よ
っ
て
座
る
こ
と
や
立
つ

こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
り
、
口
か
ら
食

事
が
と
れ
ず
に
経
管
栄
養
と
な
る
場
合

も
あ
り
、
生
活
の
基
本
と
な
る
機
能
が

大
き
く
低
下
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
機
能
回
復
だ
け

で
な
く
、
患
者
様
や
ご
家
族
に
状
態
や

見
通
し
を
丁
寧
に
伝
え
る
情
報
提
供
を

重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
院
で
は
在
宅
復
帰
率
90

％
超
を
維

持
し
、
退
院
後
も
連
携
し
て
支
援
を
続

け
ま
す
。
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
を
強
化
し

て
回
復
速
度
を
上
げ
、
適
切
な
時
期
に

適
切
な
場
所
へ
つ
な
ぐ
こ
と
が
ベ
ス
ト

で
す
。
こ
の
病
棟
は
、
全
職
種
で
患
者

様
の
「
元
の
生
活
に
戻
る
」
を
支
え
る

場
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
支
援

を
提
供
す
べ
く
、
現
場
で
の
や
り
が
い

を
胸
に
、
今
日
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

等潤病院の回復期リハビリテーション病棟は、身体機能の回復だ

けでなく、高次脳機能障害への対応や情報提供を通じて、患者様

の生活再建を支える場として、その役割を広げています。

巻
頭
言

皆
さ
ま
、
真
夏
を
思
わ
せ
る
天
候
の
な

か
、
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

ど
う
ぞ
熱
中
症
や
脱
水
に
気
を
付
け
て

い
た
だ
き
、
何
か
お
か
し
い
な
と
思
っ

た
ら
無
理
せ
ず
等
潤
病
院
を
受
診
さ
れ

て
く
だ
さ
い
。 

等
潤
病
院
３
階
の
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
は
、
平
成
16

年
に
足

立
区
初
の
回
復
期
病
棟
と
し
て
開
設
さ

れ
、
現
在
に
至
り
ま
す
。
当
初
は
「
回

復
期
病
棟
と
は
何
ぞ
や
」
と
い
う
状
況

で
患
者
様
も
な
か
な
か
集
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
現
在
で
は
役
割
が
理
解
さ

れ
、
都
内
の
大
病
院
か
ら
の
紹
介
や
院

内
か
ら
の
紹
介
も
増
え
、
急
性
期
か
ら

回
復
期
ま
で
一
貫
し
て
診
ら
れ
る
体
制

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

回
復
期
病
棟
と
は
、
脳
の
病
気
や
骨

折
、
重
篤
な
疾
患
の
後
に
在
宅
復
帰
を

目
指
し
て
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
病
棟
で
、

回復期は、
チーム医療
の極致とも
言える
やりがいが
あります。

FEATURE

等潤が支える「その後」
～回復の先にある生活まで～
回復期病棟におけるリハビリテーションを特集します。多職種が連携し、退院

後の在宅復帰を見据えて一人一人を支える取り組みの実際を紹介します。

COLUMN

理事長コラム
「麻しん（はしか） なぜ今
流行？対策は？」

ど く と る ま ー し ぃ の

健康のおはなし  v o l . 1 2

伊藤 雅史

社会医療法人慈生会理事長

等潤病院院長

回復期リハビリで、もう一度「自分らしい暮らし」へ。
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あ
る
日
突
然
、
こ
れ
ま
で
当
た
り

前
だ
っ
た
日
常
が
失
わ
れ
た
ら ―

。

脳
梗
塞
を
発
症
し
、
等
潤
病
院
に
救

急
搬
送
さ
れ
た
慈
子
さ
ん
（
40

代

・
主
婦
）
は
、
右
半
身
の
麻
痺
と
言

葉
の
出
に
く
さ
を
抱
え
る
こ
と
に
な

り
、
不
安
と
混
乱
の
中
で
入
院
生
活

を
迎
え
ま
し
た
。
「
こ
れ
か
ら
ど
う

な
る
の
か…

」
と
い
う
思
い
は
、
ご

本
人
ば
か
り
か
、
ご
家
族
に
と
っ
て

も
大
き
な
も
の
で
す
。
救
急
搬
送
先

や
、
外
来
で
最
初
に
受
診
し
た
病
院

の
医
療
体
制
は
、
そ
の
後
の
回
復
過

程
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

当
院
で
は
、
救
急
外
来
で
迅
速
に

重
症
度
を
判
断
し
、
必
要
な
治
療
に

つ
な
ぐ
と
同
時
に
、
退
院
後
の
生
活

ま
で
見
据
え
た
関
わ
り
を
開
始
し
ま

す
。
急
性
期
（
病
気
の
な
り
始
め
）

の
治
療
と
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
が
ひ
と
続
き
に
あ
る
か

ら
こ
そ
、
治
療
の
段
階
か
ら
、
そ
の

先
の
暮
ら
し
ま
で
を
見
通
し
て
支
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た
と
え
経
過

の
中
で
再
び
治
療
や
検
査
が
必
要
に

な
る
場
合
で
も
、
そ
の
後
す
ぐ
に
回

復
期
へ
戻
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
を
再
開
で

き
る
こ
と
は
、
治
療
の
質
を
高
め
、

等
潤
が
支
え
る
「
そ
の
後
」

あ
る
慈
生
会
職
員
の

回
復
期
闘
病
記

状
態
が
安
定
し
た
後
、
慈
子
さ
ん

は
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

棟
へ
移
り
、
一
日
三
時
間
の
訓
練
を

継
続
し
ま
し
た
。
朝
、
起
き
る
こ
と

か
ら
リ
ハ
ビ
リ
は
始
ま
り
、
食
事
や

更
衣
、
午
後
の
応
用
動
作
ま
で
、
生

活
そ
の
も
の
を
取
り
戻
す
準
備
が
続

き
ま
す
。
手
足
の
動
き
は
徐
々
に
改

善
し
、
身
の
回
り
の
動
作
も
増
え
て

い
き
ま
し
た
が
、
生
活
に
戻
る
た
め

に
は
、
も
う
一
つ
の
壁
が
あ
り
ま
し

た
。
何
か
ら
手
を
つ
け
れ
ば
よ
い
か

分
か
ら
な
い
、
段
取
り
が
難
し
い
、

一
度
に
複
数
の
こ
と
が
で
き
な
く
な

る
。
こ
う
し
た
見
た
目
に
は
分
か
り

に
く
い
脳
機
能
上
の
困
難
が
、
家
事

や
仕
事
、
家
族
と
の
暮
ら
し
に
大
き

く
影
響
し
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
回
復

期
で
は
、
「
ど
う
す
れ
ば
で
き
る
よ

う
に
な
る
か
」
を
一
緒
に
考
え
る
よ

う
に
努
め
ま
す
。
メ
モ
の
活
用
や
作

業
手
順
の
整
理
と
い
っ
た
代
償
手
段

当
院
で
は
、
救
急
外
来
か
ら
始
ま

る
医
療
を
、
急
性
期
・
回
復
期
、
さ

ら
に
老
健
や
在
宅
支
援
へ
と
切
れ
目

な
く
つ
な
ぎ
ま
す
。
病
院
を
離
れ
た

後
も
、
通
所
や
訪
問
サ
ー
ビ
ス
へ
早

期
に
つ
な
げ
な
が
ら
、
生
活
の
中
で

「
で
き
る
」
を
維
持
し
続
け
る
支
援

を
行
い
ま
す
。
医
師
、
看
護
師
、
リ

ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
管
理
栄
養
士
、

介
護
職
な
ど
多
職
種
が
情
報
を
共
有

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
患
者
様

の
生
活
再
建
の
た
め
に
持
ち
寄
る
か

ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
で
す
。

機
能
の
回
復
は
通
過
点
で
あ
り
、

を
取
り
入
れ
、
慈
子
さ
ん
は
家
事
動

作
の
再
獲
得
を
目
指
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
退
院
後
の
生
活
を
見
据

え
、
ご
自
宅
に
直
接
伺
っ
て
家
屋
調

査
を
行
い
、
生
活
動
線
や
環
境
を
確

認
し
、
必
要
な
調
整
や
ご
家
族
へ
の

介
助
指
導
を
進
め
ま
し
た
。
復
職
と

い
う
目
標
に
対
し
て
は
、
パ
ソ
コ
ン

操
作
や
電
話
対
応
な
ど
実
際
の
業
務

を
想
定
し
た
訓
練
を
実
施
し
、
勤
務

先
に
「
で
き
る
こ
と
」
「
配
慮
が
必

要
な
こ
と
」
を
丁
寧
に
伝
え
る
環
境

調
整
も
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
慈
子

さ
ん
は
無
事
に
パ
ー
ト
で
の
職
場
復

帰
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

～
回
復
の
先
に
あ
る
生
活
ま
で
～

取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。

回復期の１日
～生活を取り戻す準備の連続～

① 朝 「起きる」からリハビリは始まる
起床・離床・更衣をサポート
ベッドから起き上がる。その一つ一つが、
家での生活につながります。

② 午前 「できる」動きを増やしていく
歩行訓練や基本動作の確認
「できる」を少しずつ増やし、
自分で動ける範囲を広げていきます。

③ 昼 「食事」も大切なリハビリ
食事動作・嚥下・姿勢調整
食べることは、生活を支える大切な力のひとつです。

④ 午後 「その人らしい生活」を見据えて
応用動作（家事動作・外出想定など）
退院後の暮らしを思い描きながら、
一緒に動きを整えていきます。

⑤ 夕方 「その後」へつなぐ関わり
振り返り・多職種連携・家族への説明など
今日できたことを確認し、次の一歩や退院後につなげます。

「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
」
を
取
り
戻

す
こ
と
こ
そ
が
、
私
た
ち
の
目
標
で

す
。
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
あ
れ
、
私

た
ち
と
の
関
わ
り
は
「
こ
れ
か
ら
の

生
活
」
に
つ
な
が
り
ま
す
。

回
復
期
ま
で
見
据
え
た
医
療
機
関

の
選
択
が
、
そ
の
後
の
生
活
の
質
を

左
右
す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
チ
ー
ム
等
潤
は
、
そ
の
一
連
の

過
程
に
責
任
を
持
ち
、
一
人
一
人
の

「
そ
の
後
」
ま
で
支
え
続
け
ま
す
。

受傷して入院した病院に回復期がなく、等潤に転院しま

した。かつて、家族が入院した時も治療後の行き先を探す

のに苦労し、空くのを待ったり、情報の少なさにも戸惑い

ました。当院の回復期を経験して、状態に応じて臨機応変

にリハビリを続けられる大切さを実感しました。また、力

強く支援する様子を患者の立場から知ることができたのも

嬉しく、復職した今もさらにリハビリに励んでいます。

回復期を探すところから始まった 患
者
様
に
と
っ
て
も
大
き
な
安
心
に

つ
な
が
り
ま
す
。

慈
子
さ
ん
も
、
急
性
期
治
療
と
並

行
し
て
、
入
院
翌
日
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

を
開
始
し
ま
し
た
。
ベ
ッ
ド
か
ら
起

き
上
が
る
、
座
る
、
立
つ 

…

そ
う

し
た
基
本
動
作
の
一
つ
一
つ
が
、
家

で
の
生
活
に
つ
な
が
る
大
切
な
一
歩

で
す
。
当
初
は
意
識
レ
ベ
ル
の
低
下

が
あ
り
、
呼
び
か
け
へ
の
反
応
も
乏

し
い
状
態
で
し
た
が
、
覚
醒
を
促
す

関
わ
り
を
重
ね
る
中
で
、
徐
々
に
反

応
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
段
々
と
失
語
症
や
高
次
脳

機
能
障
害
、
重
度
の
運
動
麻
痺
が
明

ら
か
に
な
る
と
、
現
実
を
受
け
止
め

て
い
く
過
程
で
、
強
い
落
ち
込
み
や

涙
を
見
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、
私
た
ち
は

機
能
訓
練
だ
け
を
進
め
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
は
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ

と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
「
今
日

は
こ
こ
ま
で
で
き
ま
し
た
ね
」
と
、

そ
の
日
の
小
さ
な
変
化
を
丁
寧
に
言

葉
に
し
、
共
有
し
て
い
く
。
焦
ら
ず

関
わ
り
続
け
る
中
で
信
頼
関
係
が
生

ま
れ
、
慈
子
さ
ん
は
少
し
ず
つ
前
向

き
に
リ
ハ
ビ
リ
に
向
き
合
う
力
を



心不全
息切れは「年齢のせい」ではないかもしれません

―早期対応で生活は大きく変わる

階段で息切れがする、足がむくむ―それは心臓病のサインかもしれません。
心不全は、早期に適切な治療と生活管理を行うことで再入院を防ぎ、
生活の質を保つことができる病気です。

診察日：月・火・水

執筆・監修

続きはＷＥＢで！

新聞を選び、ちぎり、重ねる。
遠くでは一枚の絵。
近づくと、景色が重なる。

青は、ちぎる。

わくわく倶楽部等潤では、日々の活動の中で作

品づくりを行っています。

素材を選び、手を動かすことで、それぞれの発想

や工夫が形になります。こうした積み重ねが、多様

な表現として現れています。 ０３－５８５１－０３２０

ちぎるとやわらかい。

図：心不全の胸部エックス線画像

心不全では、心臓が大きくなり、肺に水がたまっていることが分かります。

胸水

胸水

等潤病院
一般内科・循環器内科

伊藤 祐輔（いとう ゆうすけ）医師

心臓の大きさ

心臓の大きさ



「介護予防 ～傾向と対策・体操～」をテーマに、フレイル・サルコペニアを中心とした

座学と予防体操を実践いたしました。今後も健康応援隊による体操指導などを通じて

地域への啓発活動を続け、地域住民の皆さまの健康増進に貢献してまいります。

03 04

医 事 課 で す ！
こんにちは、

～患者様との接点を担う部署からのお手紙～

スマートフォンで
QRコードを読み取って
記事をご覧ください。

Jiseikai FileDoctors 

監修：
診療技術部栄養科

管理
栄養士

が教える！

等潤病院 一般外科・乳腺外科
八巻 秀人（やまき ひでと）医師

診察日：月・木

等潤病院 リウマチ科
川口 鎮司（かわぐち やすし）医師

診察日：水（第２・４週）

慈生会の医師をご紹介します。プロフィール詳細は、等潤病院
サイト「診療科･部門・センター」ページをご覧ください。
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介護老人保健施設
イルアカーサ

入所リハビリグループ
主任 髙梨 仁美

編集後記

髙
梨
仁
美
の
こ
れ
ま
で

私
は
、
温
暖
な
千
葉
県
館
山
市
で
生
ま

れ
育
ち
ま
し
た
。
リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
言
葉

を
知
っ
た
の
は
高
校
生
の
頃
で
す
。
中
学

で
出
会
っ
た
老
人
ホ
ー
ム
の
お
ば
あ
さ
ん

と
文
通
を
し
て
お
り
、
「
歩
け
る
も
の
な

ら
も
う
一
度
、
海
を
見
た
い
」
と
い
う
言

葉
が
強
く
印
象
に
残
り
ま
し
た
。
年
を

と
っ
て
も
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
の
に
動

け
な
い
こ
と
が
悲
し
く
、
進
路
を
調
べ
る

な
か
で
、
歩
行
な
ど
動
く
こ
と
に
特
化
し

た
理
学
療
法
士
の
存
在
を
知
り
、
「
こ
れ

だ
！
」
と
将
来
の
目
標
を
定
め
ま
し
た
。

名
古
屋
大
学
在
学
中
は
、
研
究
室
の
先

生
方
と
地
域
の
転
倒
予
防
教
室
に
参
加
し

た
り
、
施
設
で
の
調
査
に
同
行
し
た
り

と
、
地
域
リ
ハ
ビ
リ
に
興
味
を
持
っ
て
勉

強
に
励
み
ま
し
た
。
卒
業
後
は
回
復
期
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院
で
勤
務
し
ま
し

た
が
、
「
リ
ハ
ビ
リ
に
は
ア
フ
タ
ー
サ
ー

ビ
ス
が
な
い
」
と
患
者
様
に
言
わ
れ
た
こ

と
を
き
っ
か
け
に
、
介
護
保
険
分
野
の
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
転
職
し
て
15

年
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
の
小
学
校
入
学
を
機

イ
ル
ア
カ
ー
サ
に
は
、
利
用
者
様
の

「
楽
し
む
力
」
や
「
活
力
」
を
引
き
出
す

多
様
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。

「
お
と
な
の
学
校
」
や
園
芸
療
法
な
ど
を

通
し
て
、
生
き
生
き
と
参
加
さ
れ
た
り
新

た
な
一
面
が
引
き
出
さ
れ
る
瞬
間
に
や
り

が
い
を
感
じ
、
こ
の
積
み
重
ね
が
「
家
に

帰
る
」
支
援
に
つ
な
が
る
と
実
感
し
て
い

ま
す
。
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
言

語
聴
覚
士
が
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
と
な
り
、

一
人
で
も
多
く
の
利
用
者
様
の
「
家
に
帰

り
た
い
」
を
か
な
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

広報誌に関するご意見ご感想は是非こちらまでご連絡ください!

読者アンケート

体操監修：等潤病院リハビリテーション部
（文責：東嘉久、前田絢子、松田輝波）

暑さが続く季節となりました。皆さまいかがお過ご
しでしょうか。今号ではリハビリを中心に、健康維
持に役立つ情報を分かりやすくご紹介しています。
ご家族皆さまでぜひご覧ください。

（看護部 下山聡子）

暑さが増し、夏の訪れを感じる季節となりました。
今号は回復期リハビリテーションの取り組みなど、
さまざまな記事を掲載しております。今後も分かり
やすく親しみやすい広報誌を目指してまいります。
（広報委員会委員長・診療技術部部長 松島孝昌）

夏バテで疲れやすい時こそ、手作りのおかずが一品
でもあると、少しほっとします。手軽に作れる今回
のメニューは、塩分控えめのおかずとしてもおすす
めです。ぜひ作ってみてくださいね。

（栄養科 原田真美）

☞等潤病院副院長
ドクターにっしぃー
（外科・西直人先生）
エッセイ「よもやまばなし」
慈生会だより44号～49号連載
過去記事は、等潤病院ホーム
ページで読めます！

髙
梨
仁
美
の
こ
れ
か
ら

休日の過ごし方は？
「野球観戦やＧＬＡＹのライブに行って
パワーをもらっています！」

に
本
会
に
入
職
し
、
等
潤
病
院
で
キ
ャ
リ

ア
初
と
な
る
急
性
期
の
リ
ハ
ビ
リ
も
経
験

し
、
視
野
を
大
き
く
広
げ
ま
し
た
。

介
護
老
人
保
健
施
設
は
、
回
復
期
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
次
の
段
階
に
あ
た
る

施
設
で
す
。
家
に
帰
る
こ
と
を
目
的
に
リ

ハ
ビ
リ
に
取
り
組
む
場
所
で
あ
り
、
本
会

の
老
健
「
イ
ル
ア
カ
ー
サ
」
は
、
ス
ペ
イ

ン
語
で
「
家
に
帰
ろ
う
」
と
い
う
意
味
を

持
ち
、
そ
の
理
念
を
施
設
名
と
し
て
い
ま

す
。
入
所
し
て
行
う
リ
ハ
ビ
リ
は
、
病
院

に
比
べ
る
と
治
療
と
い
う
よ
り
、
生
活
や

身
の
回
り
の
動
作
に
密
接
に
関
わ
り
ま

す
。
ト
イ
レ
に
行
く
、
き
れ
い
な
花
を
見

に
行
く
と
い
う
生
活
の
動
作
そ
の
も
の
も

リ
ハ
ビ
リ
だ
、
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

おうちでできる脳トレ体操
～体と頭を同時に動かそう～

【編集部】進行（安岡・森）／取材・執筆（狩野・川鍋）／撮影（井上・畔上）／編集支援（今村・下山・菊地）｜（広報委員会：胡桃沢・捧・竹之内・羽倉・原田）



ご予約・救急外来は

患者サポートセンターは

外来受診表
受付時間 午前／ 8：45〜12：00

午後／13：45〜16：45

休診日 日曜・祝日

© Yasuyuki Taniguchi

56慈生会だより

社会医療法人慈生会等潤病院
公式キャラクター
どくとるまーしぃ

いつでも

どなたでも
どこからで

も

「いつでも どなたでも どこからでも」は、

＊24時間365日
＊保険診療のもと
＊医療と介護を切れ目なくつなぐ

上記の医療・介護提供体制を表しています。

特集 等潤が支える「その後」
～回復の先にある生活まで～

撮影：谷口泰之（等潤病院副院長・等潤メディケア診療所所長）

等潤病院
内科系

月 火 水 木 金 土

内科

午
前

谷口 伊藤(祐) 谷口 日下 久野木 阿部
呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

緩和ケア
外科

消化器内科
一般内科

血液内科
一般内科

伊藤(祐) 山口(玲) 久野木 齊藤（翔） 青木 山口(里)
循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

消化器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

山口(玲) 西島 伊藤(祐) 佐々木 齋藤（宏）
呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

糖尿病内科
一般内科

阿部 山口(玲) 松岡 刀祢
血液内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

午
後

青木 沖田 青木 小野 三宅 三宅
循環器内科
一般内科

一般内科
循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

阿部 甲斐 三宅 佐々木 齋藤（宏） 阿部
血液内科
一般内科

循環器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

糖尿病内科
一般内科

血液内科
一般内科

久金 久保田 松岡
呼吸器内科
一般内科

呼吸器内科
一般内科

循環器内科
一般内科

佐藤
腎臓内科
一般内科

杉山
神経内科

等潤病院
外科系

月 火 水 木 金 土

外科

午前
西
富

伊藤(雅)
小関

西
渡邉

仁瓶
富
王

北川

午後
渡邉
八巻

小関
根本

石川
北川

仁瓶 延廣
交代制
（※１）

乳腺外科

午前 叶(健診) 叶 八巻 叶

午後 叶 叶（健診） 叶（健診）

整形外科

午前 堀越 江面 大澤 中山
小川
樋口

午後 堀越 江面 大澤 小川 樋口

脳神経外科

午前 德植 石井 德植 石井 石井 德植

午後 杉山 杉山 田村

 ※１ 交代制のため、担当は病院受付に直接お問い合わせください

等潤病院
その他診療科

月 火 水 木 金 土

泌尿器科

午前 安田

午後 安田 田中 安田(※３)

皮膚科
午前
午後 伊藤(聖) 伊藤(聖)

リウマチ科 午後 川口(※２)

放射線科
午前
午後 前嶋 前嶋 前嶋 前嶋 前嶋 交代制

内視鏡
センター

午前 久野木 平泉
石川
北川

久野木
小関
北川

富

午後 小関 平泉
小関
北川

久野木
久野木
北川

※２ 第２・４週 ／ ※３ 第３週

等潤メディカル
プラザ病院（※５）

月 火 水 木 金 土

緩和ケア
センター等潤 患者サポートセンターにお問合せください

健診センター
等潤

午前
川又
叶

川又
葛原

川又
服部

川又 柳澤 國本

午後 川又 川又
川又
叶

服部（※4）
川又

叶
柳澤

國本

腎センター
等潤

午前
午後 葛原 佐藤 葛原

伊藤(雅)
柳

葛原
伊藤(雅)
小松

※４ 第２・４週 ／ ※５ 外来受付は等潤病院で承ります

等潤メディケア
診療所

月 火 水 木 金 土

総合診療科
※完全予約制

午前 宮﨑 谷口

訪問診療

午前
沖田
丸島

杉山 延廣

午後 日下 丸島 日下
杉山
犬飼

王

注）学会参加等により、休診・代診や一部変更の可能性がございます。最新情報はホームページをご確認ください。
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